海外選択制臨床実習報告書 by 釜谷 寛之
実習先：University of Toronto,Faculty of Medicine
実習期間：２００８年５月５日～６月１３日
臨床実習の目的
富山大学医学部や他の関連病院に存在しない分野で臨床実習を行い，ローテーションの幅を広げる。
カナダの医学教育の現状を把握する。
臨床留学を含めた将来の進路を決定する材料にする。臨床留学するためにどのような準備が必要かを知
る。
臨床実習の内容
家庭・地域医療学科（Department of Family and Community Medicine）（４週間）
トロント総合病院（Toronto General Hospital）の熱帯医学クリニック（Tropical Medicine Clinic）（２週
間）
実習期間中に，トロント総合病院の医学教育施設や，他のいくつかの家庭医クリニックを見学した。
家庭医クリニックでの臨床実習
トロントのダウンタウンから地下鉄とバスを乗り継いで約１時間北上すると，ユダヤ人や韓国人のコミュ
ニティーが存在する地域に到着する。私は，この地域の小さな家庭医クリニックで臨床実習（４週間）を行っ
た。クリニックでは家庭医が女性３名，男性２名の計５名勤務していたが，Tushinski や Eisenberg などポー
ランド系の名字を持つ方が多く，第二次世界大戦中にポーランドから移住したユダヤ人の２世の家庭医が集
まって開いたクリニックである。
写真１の左側の男性が指導医の Dr. Morty Eisenberg である。診察室（写真２）は５室あり，看護師が各
部屋に患者さんを誘導し，ドアの前の籠に対応するカルテを置いていく。医師は２，３人並んで作業できる
長い机，で立ったままか背の高いスツールに軽くこしかけて，カルテを確認してから，患者さんの待つ診察
室に向かうという方法で診察が進められていた。私は初日にいきなり患者さんを診察するように言われ，相
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当焦ったが，しばらくはカナダでの診察の仕方を学びたいと伝え，Dr. Morty Eisenberg をシャドウイング
して（彼の後を影になりきって追いかけ），ひたすら医療面接や身体所見の取り方を学んだ。ただし，シャ
ドウイング中も血圧測定だけは私の仕事であった。実習後半には何人かの軽症の患者さんを実際に診察させ
て頂いたりもした。男性医師はシャツにノーネクタイ，女性医師は普段着で，聴診器を首にかけるか，ネク
タイのように前にぶらさげるかのどちらかの恰好で勤務していた。白衣は持参したものの一度も着用するこ
とはなかった。
クリニックでのある１日の症例を次に示す。―Osteogenesis imperfecta, Osteonecrosis, Sinusitis, Multiple
Sclerosis or Brain tumour, Pregnancy, Contact dermatitis, Panic disorder, Diabetes, Hypertension,
Diverticulitis, Pneumonia, Inversion injury, Headache, Etc. ―以上のように，糖尿病や高血圧などいわゆる
common diseases のほか，多発性硬化症や骨形成不全症などの比較的稀な疾患まで，家庭医が日々遭遇す
る疾患の範囲は非常に広い。
家庭医の地域における役割は，プライマリーケアの供給，専門医への適切な紹介，専門医の使用する医学
用語の解説，定期健診などを行う地域住民の Adovocate（擁護者）として位置づけられている。例えば，
交通事故に遭った患者さんが保険会社からより多くの保険金を引き出すために弁護士からあまり処方された
薬を飲むなといわれているケースがあったが，Dr. Morty Eisenberg は病態を丁寧に説明して服薬すること
の重要性を力説していた。
リハビリテーション病院での臨床実習
Dr. Morty Eisenberg が，ほとんどの週日の午後，St. John’s Rehab Hospital というリハビリテーション
病院でも勤務していた関係で，私も何度かこの病院で実習する機会があった。
看護師の制服はなく各自好きな手術着のような服を着て働いていた。カナダでは，医師と看護師をはじめ
とする医療従事者との関係を改善するための教育がさかんに行われており，Interprofessional Education（多
職間教育）と呼ばれている。実習中，複数の病院やクリニックでこの言葉を耳にした。また，カナダでは，
医師と看護師の間にナースプラクティショナーという職を設け医師の負担を軽減している。あるナースプラ
クティショナーに医師とナースプラクティショナーの違いを質問してみると，例えば，彼女は抗菌薬を処方
できるが，高血圧の薬は医師しか処方できないとの答えが返ってきた。
医学教育について
Dr. Morty Eisenberg がサウジアラビアに，１週間，彼の専門の外傷ケアの教育ミッションに行っている
間，Helen Batty トロント大学家庭・地域医療学科教授のもとで，医学教育修士コースのセミナーに特別に
参加したり，クリニックでの研修医の指導方法などを見学したりした。写真３，４は，Women’s College に
ある Batty 教授の家庭医クリニックを見学した際に撮った写真である。写真３は，Batty 教授と２名の研修
医が，この日に診察した症例を検討している様子である。
写真３ Batty 教授（左）に診察した症例をプレゼ
ンテーションするPGY2（２年目研修医）
写真４ Batty 教授（左）と
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トロント大学医学部では，年度の終わりに医学教育に貢献した教師を表彰するセレモニーが開催される
が，トロント滞在中，このセレモニーに参加する機会があった。Batty 教授はまだご健在であるにもかかわ
らず，彼女が３０年にもわたってトロント大学で医学教育に貢献してきたことが評価され，数年前に Helen
Batty 賞という賞が作られたそうである。セレモニーには，ポスターセッションも含まれ，例えば，今年度
の他の賞の受賞者の一人である心臓外科医が学生のために作成した心エコーのシミュレーションソフトをポ
スターで紹介していた。このような賞の受賞は，教官たちにとって，昇進時の評価の対象にもなるとのこと
であった。
写真５，６は，トロント総合病院を見学したときに撮った写真である。診察実習室は，マジックミラーに
なっていて診察室からは指導医の姿は見えず声だけ聞こえるようになっている（写真６）。
熱帯医学クリニックでの実習
トロント総合病院の熱帯医学クリニックの受付前には，大きなキリンや象のぬいぐるみが置かれ親しみや
すい雰囲気を作り出していた（写真７）。クリニックの責任者の Jay Keystone 教授は，UpToDate の
Delusional parasitosis の項の著者でもある。Delusional parasitosis とは寄生虫妄想のことで，例えば実際は
ダニがいないのに体中がかゆくなるような精神疾患である。２週間の実習中，数名の寄生虫妄想の患者さん
の診察を見学する機会があった。
以下は，ある午前中の症例である。―ハンセン病，腸チフス，日本住血吸虫，顎口虫，糞線虫，フィラリ
ア症（オンコセルカ症疑い），猩紅熱他―日本という名前がついてるがほとんどの日本の病院ではまず耳に
写真６ 診察実習室写真５ 少人数で討論する医学部１年生
写真７ 熱帯医学クリニックの受付 写真８ Keystone 教授（左）と
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しない日本住血吸虫やフィラリア症など珍しい症例ばかりであった。この日はさすがに Keystone 教授に
とっても症例がバラエティーに富んでいて興味深かったらしく，午前中の診察がすべて終了したときには，
「What a wild morning！」といささか興奮したご様子であった。
参加したセミナーや講演会
カナダ，合衆国以外の国の医師免許を有する医師がカナダで医師として働くには？
キャリアディベロップメントとポートフォリオについて
性的暴行・ドメスティクバイオレンスケアセンターについて
ハンセン氏病について
熱帯医学の代表的な症例について
臨床実習を通して学んだこと
家庭医の存在は，カナダの医療システムの効率の良さに大きく貢献している。
医師は，胸部 X 線写真，CT や MRI などの検査を必要最小限で済ますことにプロとしての誇りを持って
いる。
医学教育の質を高めるために，医学教育に貢献した教育者を表彰したり，医学教育の質を高めるための医
学教育修士コースを設けたり，医学生の臨床能力を高めるトレーニングを実現するため設備を整え，医学
生中心の教育を実現する努力をしている。
Interprofessional education（多職間教育）により，医師とコメディカルの関係を円滑にし，患者さんに
とってよりよい環境をつくりだしている。
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